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、
宍
戸
、

山
本
、
前
川
、
秋
田
、
青
原
、

金
行
、
入
本
、
今
村
、
亀
岡
、

塚
本

反
対

１

赤
川

諮
問

(

１
件)

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

松
林
祥
子
さ
ん

吉
田
町
上
入
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
を
、
９
月
９
日
〜
10
月
４

日
ま
で
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
含
む
14
会
計
の
22
年
度
決

算
が
上
程
さ
れ
、
決
算
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
ま
し
た
。

本
会
議
最
終
日
に
お
い
て
、
14
会
計
す

べ
て
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。(

決
算

常
任
委
員
会
の
審
査
は
４
〜
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載)一

般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
21
議
案

(

う

ち
議
員
発
議
３
件)

、
諮
問
１
件
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

(

予
算
常
任
委
員
会
の
審
査
は
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載)

一
般
質
問
で
は
、
12
人
が
市
政
を
問
い

ま
し
た
。(

８
〜
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た

｢

議
会
改
革
に
係
る
調
査｣

に
つ
い
て
、
議

会
改
革
特
別
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

(

報
告
の
内
容
は
20
〜
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

議
員
よ
り
、
議
員
定
数
を
削
減
す
る
条

例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

      

○拡大生産者責任 (ＥＰＲ)
製品の生産者が､ その製品の再利用や
処理についても責任を負うと言う考え
方

○デポジット制度
｢預り金制度｣ と訳され､ ジュース等
の飲み物代金に容器代も含まれ､ 容器
を返却した際に代金が返ってくる制度｡

(
付
議
さ
れ
た
案
件)

○
認
定
第
１
号

平
成
22
年
度

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

○
認
定
第
２
号
〜
認
定
第
13
号

平
成
22
年
度

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

(

12
特
別
会
計)

賛成 17
反対 １
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○
認
定
第
14
号

平
成
22
年
度

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

(

公
営
企
業
会
計)

○
諮
問
第
４
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

○
議
案
第
65
号

安
芸
高
田
市
基
幹
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
66
号

安
芸
高
田
市
地
区
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
67
号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
【
上
佐
々
井
集
会
所
・
中
佐

々
井
集
会
所
・
北
原
集
会
所
・
高
田
原
多
目
的
集
会
所
】

○
議
案
第
68
号

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
【
上
佐
々
井
集
会
所
・
中
佐

々
井
集
会
所
・
北
原
集
会
所
・
高
田
原
多
目
的
集
会
所
】

○
議
案
第
69
号

安
芸
高
田
市
総
合
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
議
案
第
70
号

三
次
市
の
公
の
施
設
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
議
案
第
71
号

安
芸
高
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
72
号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
【
甲
田
浅
塚
公
民
館
】

○
議
案
第
73
号

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
【
甲
田
浅
塚
公
民
館
】

○
議
案
第
74
号

平
成
23
年
度

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
３

号)

○
議
案
第
75
号
〜
議
案
第
82
号

平
成
23
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

(

各

第
１
号)

(

８
特
別
会
計)

○
議
案
第
83
号

平
成
23
年
度

安
芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

(

公
営
企
業
会
計)

○
発
議
第
６
号

拡
大
生
産
者
責
任

(

Ｅ
Ｐ
Ｒ)

及
び
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
法

制
化
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
発
議
第
７
号

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

○
発
議
第
８
号

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例



決
算
常
任
委
員
会

９
月
９
日
の
本
会

議
に
お
い
て
審
査
を

付
託
さ
れ
ま
し
た
22

年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
に
つ
い

て
、
９
月
26
日
・
27

日
・
28
日
の
３
日
間

委
員
会
を
開
き
、
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
長

亀
岡

等

副
委
員
長

児
玉
史
則

委

員

議
長
・
監
査

委
員
を
除
く

全
議
員

■
一
般
会
計
■

□
総
務
部

山
根
・
秋
田

高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
免

許
返
納
状
況
は
。

行
森
危
機
管
理
室
長

23
年
度
か
ら
の
制
度

の
取
り
組
み
で
、
75
歳

以
上
35
人
が
返
納
。

宍
戸
・
赤
川

自
主
防

災
組
織
の
設
立
状
況
は
。

行
森
危
機
管
理
室
長

22
年
度
末
で
59
組
織
、

23
年
８
月
末
現
在
で
67

組
織
、
67
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

児
玉

従
来
の
防
犯
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
推
進
し

て
い
る
が
、
そ
の
費
用

対
効
果
は
。

行
森
危
機
管
理
室
長

従
来
よ
り
電
気
代
が

３
割
程
度
安
く
な
る
と

考
え
て
い
る
。

石
飛

公
有
財
産
台
帳

の
作
成
状
況
は
。

児
玉
財
産
管
理
課
長

旧
町
の
財
産
管
理
台

帳
を
、
シ
ス
テ
ム
化
の

た
め
パ
ソ
コ
ン
入
力
し

て
い
る
が
、
完
成
は
24

年
度
の
見
込
み
。

□
企
画
振
興
部

前
重
・
児
玉

電
算
シ

ス
テ
ム
事
業
で
、
災
害

等
で
デ
ー
タ
が
破
壊
さ

れ
る
こ
と
へ
の
対
応
策

は
。

広
瀬
情
報
政
策
課
長

定
期
的
に
本
庁
舎
以

外
の
支
所
へ
デ
ー
タ
保

管
し
て
い
る
。

□
消
防
本
部

前
重

新
規
の
消
防
関

係
業
務
指
導
員
設
置
事

業
で
、
消
防
Ｏ
Ｂ
は
何

人
任
用
か
。

村
岡
予
防
課
長

現
在

１
人
で
対
応
し
て
い
る
。

□
市
民
部

山
根
・
秋
田

自
主
的

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
団
体

へ
の
資
源
回
収
助
成
金

の
今
後
の
方
向
性
は
。

新
川
市
民
部
長

取
り

組
み
団
体
が
増
え
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き

行
い
た
い
。

金
行

太
陽
光
発
電
補

助
申
請
件
数
は
。

久
保
市
民
生
活
課
長

22
年
度
実
績
は
107
件

と
な
っ
て
い
る
。
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□
福
祉
保
健
部

前
川

生
活
相
談
件
数

の
状
況
は
。

佐
々
木
社
会
福
祉
課
生

活
福
祉
係
長

22
年
度

は
窓
口
相
談
件
数
97
件
、

う
ち
申
請
件
数
40
件
。

開
始
は
36
件
で
廃
止
件

数
は
29
件
、
こ
の
う
ち

死
亡
件
数
は
８
件
と
な
っ

て
い
る
。

前
重
・
入
本
・
秋
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
で
24
時
間
預
か

り
を
始
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
利
用
状
況
は
。

可
愛
川
子
育
て
支
援
課

長

22
年
度
は
育
児
の

支
援
を
受
け
た
い
希
望

者
80
人
、
援
助
を
行
い

た
い
人
が
69
人
登
録
さ

れ
、
相
互
援
助
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
夜
間
預
か
り
は
な

い
。

山
根

家
庭
児
童
相
談

事
業
で
相
談
さ
れ
た
方

へ
の
対
応
は
。

武
岡
福
祉
保
健
部
長

相
談
件
数
の
増
加
と

内
容
の
複
雑
化
で
横
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。

入
本

プ
ー
ル
健
康
教

室
へ
の
参
加
が
少
な
い

が
。

中
元
保
健
医
療
課
長

今
後
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
利
用
し
広
報
活
動

を
行
い
た
い
。

□
教
育
委
員
会

水
戸
・
先
川

特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
事
業
で
、

22
年
度
は
小
・
中
学
校

３
校
が
小
中
連
携
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

全
校
で
の
取
り
組
み
は
。

大
下
学
校
教
育
推
進
室

長

22
年
度
は
モ
デ
ル

的
に
行
っ
た
が
、
今
後

は
ど
の
学
校
区
も
小
中

連
携
を
推
進
す
る
。

山
本
・
先
川

少
年
自

然
の
家
の
利
用
児
童
数

が
減
少
す
る
中
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の

か
。

溝
下
生
涯
学
習
課
長

市
子
ど
も
会
連
合
会

へ
の
活
動
支
援
と
通
学

合
宿
な
ど
の
支
援
で
利

用
促
進
を
図
る
。
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増加傾向にある生活相談

子どもの育成に活用 (少年自然の家)



□
産
業
振
興
部

秋
田

中
馬
農
道
に
堆

肥
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

が
建
設
さ
れ
た
が
、
今

後
の
展
開
は
。

清
水
産
業
振
興
部
長

吉
田
・
八
千
代
地
域

へ
の
堆
肥
散
布
拠
点
と

考
え
て
い
る
。

秋
田

地
籍
調
査
事
業

の
今
後
の
見
通
し
は
。

近
永
農
林
水
産
課
長

せ
っ
か
く
調
査
し
よ

う
と
し
て
も
境
界
が
決

ま
ら
ず
事
業
着
手
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

青
原
・
先
川

企
業
誘

致
の
た
め
に
は
思
い
切

っ
た
施
策
を
す
る
覚
悟

は
。

藤
川
副
市
長

企
業
立

地
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
と
努
力
し
て
い
る
。

□
建
設
部

入
本

市
内
に
は
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
未
登
録

業
者
が
20
社
程
度
あ
る

が
、
勉
強
会
の
実
施
と

そ
の
方
向
性
は
。

増
田
管
理
課
長

毎
年

説
明
会
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
行
う
。

前
重
・
先
川
・
入
本

市
有
郡
山
住
宅
へ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
が
、
入
居
率
が
低

い
原
因
は
。

青
山
住
宅
政
策
課
長

購
入
時
で
34
戸
の
入

居
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
等
に
よ
り
57
戸
ま

で
増
え
た
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
で
上
階
へ
の

入
居
が
増
え
て
い
る
。

■
特
別
会
計
■

□
国
民
健
康
保
険

山
根

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
促
進
で
、
そ

の
効
果
は
。

中
元
保
健
医
療
課
長

22
年
度
605
万
円
の
削

減
。
23
年
度
は
８
月
末

時
点
で
す
で
に
600
万
円

の
削
減
で
あ
り
、
本
年

度
末
に
は
１
２
０
０
万

円
の
削
減
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

□
農
業
集
落
排
水
事
業

塚
本
・
赤
川
・
山
本

維
持
管
理
費
が
か
か

る
な
か
、
今
後
使
用
料

は
ど
う
す
る
の
か
。

上
本
上
下
水
道
課
特
命

担
当
課
長

関
係
す
る

特
別
会
計
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
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予
算
常
任
委
員
会

９
月
９
日
の
本
会

議
に
お
い
て
審
査
を

付
託
さ
れ
ま
し
た
22

年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
９
月
16
日

に
委
員
会
を
開
き
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

委
員
長

赤
川
三
郎

副
委
員
長

水
戸
眞
悟

委

員

議
長
を
除
く

全
議
員

■
一
般
会
計
■

□
総
務
部

前
重

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

の
充
足
率
は
。

行
森
危
機
管
理
室
長

約
45
％
、
引
き
続
き

整
備
す
る
。

□
企
画
振
興
部

青
原
・
秋
田
・
石
飛
・

今
村
・
金
行

光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
委
託

料
は
。
ま
た
、
事
業
費

充
当
の
起
債
償
還
計
画

は
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

市
民
ニ
ー
ズ
把
握
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
委
託
料
で
年
内
に
ま

と
め
る
。
財
源
は
合
併

特
例
債
を
充
当
す
る
。

□
市
民
部

山
根

太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
促
進
事
業
の
実

績
と
計
画
は
。

久
保
市
民
生
活
課
長

昨
年
度
実
績
107
件
、

本
年
度
100
件
の
予
定
。

□
福
祉
保
健
部

秋
田
・
前
重
・
石
飛
・

山
本

地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
整
備
補

助
金
の
補
正
は
。

岩 

高
齢
者
福
祉
課
長

県
の
要
綱
改
正
に
よ

る
も
の
で
、
当
初
予
算

計
上
し
た
事
業
所
へ
の

増
額
で
あ
る
。

□
産
業
振
興
部

石
飛
・
前
重

農
地
保

全
対
策
の
手
法
は
。

猪
掛
地
域
営
農
課
長

国
費
で
は
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
の
み
、
単
市

費
で
は
ト
タ
ン
等
も
対

象
と
し
て
い
る
。
受
益

戸
数
は
２
戸
以
上
。

水
戸

市
内
の
く
く
り

わ
な
禁
止
区
域
は
解
除

か
。

近
永
農
林
水
産
課
長

本
年
度
狩
猟
期
か
ら

解
除
予
定
。

前
川

地
産
地
消
推
進

事
業
補
助
費
は
。

猪
掛
地
域
営
農
課
長

白
ね
ぎ
の
価
格
補
償

資
金
と
Ｊ
Ａ
そ
ば
部
会

へ
の
コ
ン
バ
イ
ン
導
入

補
助
。

□
建
設
部

青
原

市
道
の
維
持
管

理
の
優
先
順
位
は
。

西
原
建
設
課
長

各
支

所
か
ら
の
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
緊
急
性
を
勘

案
し
事
業
実
施
に
努
め

て
い
る
。

□
教
育
委
員
会

先
川

市
内
中
学
校
の

暴
力
事
案
の
そ
の
後
は
。

大
下
学
校
教
育
推
進
室

長

家
庭
訪
問
を
続
け

て
い
る
。

■
特
別
会
計
■

□
国
民
健
康
保
険

山
根

国
保
会
計
に
お

け
る
医
療
費
増
へ
の
対

策
は
。

中
元
保
健
医
療
課
長

健
康
づ
く
り
事
業
の

成
果
に
見
直
し
を
か
け

て
推
進
す
る
。

□
介
護
保
険

山
本

介
護
保
険
特
別

会
計
へ
一
般
財
源
か
ら

の
繰
り
入
れ
ル
ー
ル
は
。

岩 
 
 
 
 
 
 
 

人
件
費
に
充
当
す
る

も
の
で
、
法
的
な
判
断

を
順
守
す
る
。
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亀
岡

市
の
人
口
問
題

は
本
市
が
直
面
し
て
い

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

人
口
増
対
策
を
ま
ち
づ

く
り
の
主
要
な
柱
と
位

置
づ
け
、
全
市
民
に
協

力
を
呼
び
か
け
ら
れ
て

は
ど
う
か
。

市
長

広
い
意
味
で
言

え
ば
行
政
施
策
す
べ
て

が
人
口
増
対
策
だ
が
、

市
民
と
行
政
の
協
働
で

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

亀
岡

総
合
計
画
見
直

し
に
つ
い
て
の
考
え
方

で
は
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
こ

そ
行
政
最
大
の
課
題
と

強
調
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
へ
の
周
知
は
不
足

し
て
い
る
。

市
長

施
策
や
考
え
方

の
周
知
に
つ
い
て
は
更

な
る
努
力
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
こ
れ
を
契
機
に

住
民
の
協
力
を
得
る
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
。

宍
戸

｢

ス
ポ
ー
ツ
振

興
法｣

が
全
部
改
正
さ

れ
た
が
、
市
の｢

ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画｣

の
見
直

し
は
。

教
育
長

国
や
県
の
動

向
を
み
な
が
ら
判
断
し

た
い
。

宍
戸

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
活
動
し
て
い
る
児

童
が
多
い
な
か
で
、
行

政
と
し
て
の
支
援
は
。

教
育
長

55
団
体
、
565

人
が
11
種
目
の
競
技
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
財
政
的
支
援
を

含
め
、
心
豊
か
に
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
見
い
だ
せ
る
よ
う

な
市
民
を
つ
く
る
努
力

を
す
る
。

宍
戸

少
な
い
中
学
生

生
徒
、
限
ら
れ
た
ク
ラ

ブ
の
中
で
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
み
他
の
市
内
の
学

校
に
行
け
る
シ
ス
テ
ム

が
で
き
な
い
か
。

教
育
長

現
在
考
え
て

い
な
い
。
小
学
校
の
段

階
で
指
定
校
以
外
の
市

内
の
中
学
校
に
希
望
が

あ
れ
ば
行
け
る
方
法
を

講
じ
て
い
る
。
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一般
質問

老人クラブとスポーツ少年団の交流会

宍戸 邦夫
     

対策は全市民で

         

人
口
増

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
政
と
し
て
の
支
援
は

スポーツ少年団

亀岡 等
       

未未来来ををににななうう子子どどももたたちち



今
村

新
こ
ど
も
園
へ

の
転
換
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
か
。

市
長

保
育
所
規
模
適

正
化
推
進
計
画
で
保
護

者
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、

幼
保
一
元
化
を
推
進
し

民
営
化
も
考
え
、
０
歳

児
、
小
規
模
保
育
な
ど

市
独
自
の
施
策
も
考
え

た
い
。

今
村

中
学
校
の
歴
史
・

公
民
教
科
書
採
択
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
視

点
で
選
定
さ
れ
、｢

社

会
参
画｣

の
観
点
は
留

意
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長

選
定
委
員
会

を
設
定
し
、
社
会
の
形

成
に
参
画
す
る
資
質
や

能
力
が
公
民
の
分
野
で

問
わ
れ
て
い
る
が
、
対

立
と
合
意
、
効
率
と
公

正
な
ど
議
論
が
あ
っ
た
。

採
択
は
学
習
内
容
の
工

夫
、
言
語
活
動
の
工
夫

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

市
民
に
は
情
報
公
開
し

て
い
き
た
い
。

今
村

財
政
健
全
化
に

向
け
た
将
来
負
担
に
対

す
る
方
策
は
。

市
長

事
業
の
平
準
化
、

公
債
費
の
抑
制
、
継
続

的
な
繰
り
上
げ
償
還
等

の
実
施
と
事
業
選
択
で

対
応
し
た
い
。

水
戸

中
国
地
方
に
お

い
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
が
減
少
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｓ
過
疎
地
に
対
す
る

総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長

原
油
価
格
の
高

騰
等
の
要
因
で
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
経
営

環
境
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
あ
わ
せ
検
討
す

る
。

水
戸

美
土
里
町
生
桑

地
域
に
お
い
て
地
域
主

導
で
燃
料
供
給
不
安
定

地
域
対
策
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
行
政
的
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

生
桑
振
興
会
と

市
や
農
協
等
も
加
わ
っ

た
共
同
体
で
経
済
産
業

省
の
燃
料
供
給
不
安
定

地
域
対
策

事
業
に
取

り
組
ん
で

い
る
。
農

業
資
材
や

日
用
品
の

買
い
物
な

ど
の
機
能

も
含
め
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
仕

組
み
を
構

築
す
る
。

水
戸

東

日
本
大
震

災
直
後
に

旧
県
立
高
宮
高
校
に
被

災
者
の
受
け
入
れ
を
想

定
し
て
策
定
し
た
安
芸

高
田
市
小
学
校
ま
る
ご

と
集
団
疎
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
の
結

果
を
問
う
。

市
長
・
教
育
長

東
北

３
県
に
対
し
て
受
け
入

れ
情
報
を
発
信
し
て
き

た
。
現
時
点
で
集
団
疎

開
の
要
請
は
な
い
。
引

き
続
き
受
け
入
れ
体
制

を
維
持
す
る
。
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一般
質問

選定は

            

教
科
書

水戸 眞悟
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

燃
料
供
給
不
安
定

地
域
対
策
は

地域課題

一問一答

今村 義照
      

存続が望まれる生桑ふれあい店とＧＳ

未



金
行

｢

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
着
実
に
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
次
期
市
長
選

挙
に
あ
た
り
進
退
と
決

意
は
。

市
長

行
財
政
改
革
に

よ
る
健
全
財
政
を
前
提

に
し
た
新
市
建
設
計
画

を
推
進
す
る
た
め
、
次

期
市
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

金
行

東
日
本
大
震
災

か
ら
、
自
ら
行
政
の
長

と
し
て
行
政
課
題
へ
の

取
り
組
み
は
。

市
長

自
主
防
災
組
織

の
充
実
を
推
進
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
三

つ
の
柱
が
相
互
の
役
割

を
し
、
正
確
な
情
報
を

伝
達
す
る
。

金
行

情
報
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
見
解
、
公

開
の
考
え
は
。

市
長

情
報
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
の
守
秘

義
務
を
必
要
と
す
る
保

護
以
外
は
、
行
政
情
報

と
し
て
基
本
的
に
は
オ
ー

プ
ン
と
す
る
。

青
原

災
害
時
の
避
難

所
の
対
応
に
つ
い
て
、

自
主
避
難
者
へ
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
か
。

市
長

自
主
避
難
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の

観
点
か
ら

｢

自
助｣
の

部
分
と
考
え
、
自
主
防

災
組
織
活
動
で
強
く
推

進
し
て
い
る
。
避
難
者

の
情
報
把
握
や
安
否
確

認
を
行
い
、
長
期
避
難

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
な
物
資
の
調
達
を

行
っ
て
い
る
。

青
原

今
回
の
台
風
で

は
、
八
千
代
町
に
お
い

て
１
名
が
自
主
避
難
さ

れ
た
が
、
避
難
場
所
に

は
職
員
も
い
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
た
と
え
自

主
避
難
で
あ
れ
、
誰
か

居
る
状
況
が
必
要
。
市

民
の
防
災
意
識
高
揚
の

た
め
の
啓
発
活
動
が
必

要
と
思
う
が
。

市
長

自
主
避
難
者
へ

の
対
応
は
行
政
の
課
題

と
し
て
検
討
課
題
と
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。
市

民
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
時
こ
そ
啓
発
が

必
要
。
自
主
避
難
し
や

す
い
仕
組
み
づ
く
り
も

必
要
で
、
指
摘
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
早
速
検

討
し
た
い
。
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次
期
の
進
退
と
決
意
は

市長選挙

一般
質問

金行 哲昭
     

自主防災のＡＥＤ体験 (防災フェスタにて)

自主避難者への
対応は

       

避
難
所

青原 敏治
      

土石流メカニズム模型 (防災フェスタにて)



前
重

日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会

(

Ｊ
Ｆ
Ａ)

サ
ッ

カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
招
致

に
つ
い
て
、
調
査
研
究

事
業
の
進
捗
状
況
ま
た
、

誘
致
の
方
向
性
は
。

市
長

ア
カ
デ
ミ
ー
誘

致
に
つ
い
て
は
、
多
大

な
事
業
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
う
。
引
き
続

き
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

前
重

吉
田
町
竹
原
地

区
の
道
路
整
備
促
進
に

つ
い
て
。

市
長

交
差
点
の
隅
切

り
、
待
避
所
の
設
置
等
、

広
島
県
と
現
状
、
対
策

に
つ
い
て
協
議
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
必
要
が
あ
れ

ば
整
備
の
促
進
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

秋
田

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
措
法
成
立
に

対
応
し
た
取
り
組
み
の

見
解
は
。

市
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
産
業
は
、
地
域
に
経

済
・
雇
用
効
果
が
期
待

で
き
、
国
の
動
向
を
踏

ま
え
対
策
を
講
じ
た
い
。

秋
田

太
陽
光
発
電
の

今
後
は
。

市
長

設
置
補
助
を
考

え
て
い
る
が
、
組
合
設

立
に
よ
る
補
助
整
備
の

手
法
な
ど
で
促
進
を
図

り
た
い
。

秋
田

小
規
模
水
力
発

電
に
取
り
組
ま
れ
て
は

ど
う
か
。

市
長

費
用
対
効
果
を

考
え
、
調
査
か
ら
始
め
、

基
本
的
な
課
題
を
審
議

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

秋
田

緑
の
社
会
資
本

で
あ
る
森
林
の
保
全
・

荒
廃
防
止
対
策
に
は
、

森
林
面
積
に
対
す
る
計

画
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

市
長

森
林
も
大
事
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
考

え
ら
れ
る
。
整
備
面
積

は
把
握
で
き
る
が
、
ま

ず
山
へ
入
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。
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一般
質問

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ
ッ
カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

招
致
は

若者定住対策

秋田 雅朝
     

前重 昌敬
   

エネルギー政策
への対応は
             

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

歩道整備が待たれる､ 一般県道上入江吉田線

市営の大規模太陽光発電装置 (山梨県北杜市)



山
根

平
均
よ
り
高
い

53
・
１
％
の
資
産
老
朽

化
比
率
は
、
合
併
に
よ

り
重
複
し
た
施
設
が
要

因
。
74
の
公
共
施
設
に

占
め
る
築
31
年
以
上
の

施
設
は
28
。
約
４
割
を

占
め
る
が
、
施
設
資
産

の
運
営
維
持
管
理
と
デ

ー
タ
化
は
。

市
長

施
設
と
そ
の
環

境
を
総
合
的
に
企
画
・

管
理
・
活
用
す
る
経
営

を
調
査
研
究
し
、
適
切

な
管
理
を
行
う
。
も
ち

ろ
ん
デ
ー
タ
化
も
必
要
。

山
根

男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
く
年

次
報
告
が
遅
れ
て
い
る
。

次
年
度
の
事
業
推
進
に

活
か
せ
る
時
期
に
す
る

べ
き
で
は
。

市
長

22
年
度
の
年
次

報
告
は
、
10
月
か
ら
作

業
に
と
り
か
か
り
、
早

急
に
報
告
。

山
根

小
学
校
規
模
適

正
化
の
こ
れ
か
ら
の
展

開
は
。

教
育
長

今
年
度
は
推

進
計
画
の
説
明
の
年
。

課
題
を
踏
ま
え
、
市
全

体
と
し
て
の
方
向
を
定

め
、
合
意
形
成
を
得
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

山
本

元
人
工
ス
キ
ー

場
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
場
の

跡
地
を
駐
車
場
に
整
備

で
き
な
い
か
。

市
長

現
時
点
で
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
再
生
に
全
力
を
傾

注
し
て
お
り
、
駐
車
場

整
備
に
つ
い
て
は
、
客

の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

山
本

四
季
の
里
農
園

の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
。

市
長

破
産
手
続
き
が

完
了
し
、
今
後
は
担
い

手
育
成
、
農
業
後
継
者

の
研
修
施
設
と
し
て
活

用
予
定
。

山
本

救
急
搬
送
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
患
者

優
先
で
搬
送
先
を
選
べ

な
い
か
。

市
長

か
か
り
つ
け
の

病
気
の
悪
化
、
継
続
治

療
の
場
合
等
、
か
か
り

つ
け
の
病
院
を
優
先
し

て
搬
送
で
き
る
仕
組
み

に
は
な
っ
て
い
る
。

山
本

障
害
者
支
援
制

度
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

に
つ
い
て
、
も
っ
と
利

用
し
や
す
い
制
度
は
で

き
な
い
か
。

市
長

公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
基
本
で
あ
り
、

道
路
運
送
法
も
あ
り
実

態
を
調
査
し
な
が
ら
今

後
検
討
。
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一般
質問

 
 
 
 
 
 
 
 

跡
地
の
利
活
用
は

休眠施設

山本 優
   

データ化による
施設管理は
           

老
朽
化

山根 温子
     

土師ダム人工スキー場跡地

公共資産合計 約1,380億円 (21年度)



児
玉

23
年
度
当
初
予

算
は
目
標
を
４
％
上
回
っ

た
が
、
24
年
度
の
目
標

値
に
対
す
る
当
初
予
算

の
考
え
は
。

市
長

23
年
度
は
計
画

策
定
時
に
判
明
し
て
い

な
か
っ
た
事
業
の
追
加

な
ど
あ
り
、
目
標
を
オ
ー

バ
ー
し
た
。
目
標
数
値

を
管
理
し
て
い
き
た
い

と
思
う
が
、
一
番
大
事

な
の
は
当
市
に
と
っ
て

結
果
が
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
。
ト
ー
タ
ル
的
に

見
て
目
標
を
達
成
し
た

い
。

児
玉

24
年
度
に
は
国

保
財
調
基
金
が
枯
渇
し
、

国
保
税
率
を
上
げ
る
か

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

出
し
が
必
要
。
今
後
の

財
源
確
保
の
考
え
は
。

市
長

合
併
時
の
基
金

10
億
円
が
、
合
併
以
来

保
険
料
を
上
げ
な
か
っ

た
た
め
枯
渇
し
た
。
一

度
に
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
。
市
民
へ
の
現
状

説
明
や
、
繰
り
出
し
の

方
法
を
勉
強
し
、
納
得

の
い
く
国
保
税
を
決
め

て
い
く
。

入
本

特
色
あ
る
地
域

事
業
に
つ
い
て
。

市
長

各
地
域
の
提
案

型
の
事
業
な
の
で
、
地

域
活
性
化
の
た
め
に
、

良
い
提
案
な
ら
積
極
的

に
補
正
予
算
し
て
で
も

協
力
し
、
支
援
す
る
。

入
本

紙
お
む
つ
の
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
を

市
長
も
視
察
さ
れ
た
が
、

安
芸
高
田
市
で
事
業
化

す
れ
ば
、
投
資
効
果
と

ご
み
の
減
量
に
な
る
と

思
う
が
。

市
長

大
変
興
味
を
持
っ

て
視
察
し
、
ご
み
の
減

量
化
の
一
環
と
し
て
挑

戦
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

入
本

23
年
２
月
の
向

原
中
学
校
生
徒
議
会
で
、

小
中
学
生
が
興
味
を
持

つ
情
報
と

｢

市
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー｣

の
要
望
が

あ
っ
た
が
、
ぜ
ひ
実
現

を
。

市
長

こ
の
問
題
は
慎

重
に
調
査
し
て
、
市
と

し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
必
要
な
場
合
は
提
案

す
る
。

安芸高田市議会だより13

一般
質問

将来の財政運営を健全に

24年度計画目標
に対する認識は
          

財
政
健
全
化
計
画児玉 史則

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙
お
む
つ
を

リ
サ
イ
ク
ル
に

環 境

入本 和男
      

市のキャラクターの実現を

こうだわいわい祭で
にぎわいを見せる
キャラクター
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総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
定
例
会
で
の
付

託
案
件
は
な
く
、
所
管

事
務
調
査
５
件
に
つ
い

て
、
９
月
20
日
に
委
員

会
を
開
い
た
。

(

所
管
事
務
調
査)

○
向
原
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ

い
て

○
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備

事
業
に
つ
い
て

○
第
２
次
安
芸
高
田
市

行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
に
つ
い
て

○
補
助
金
整
理
合
理
化

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

○
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業
に
つ
い
て

委
員
長

秋
田
雅
朝

副
委
員
長

前
重
昌
敬

委

員

先
川
和
幸

山
本

優

赤
川
三
郎

今
村
義
照

藤
井
昌
之

【向原生涯学習センター整備事業について】
◎向原町生涯学習センター建築工事設計業者：株式会社エヌ・エス・ピー
◎設計業務落札金額：23,625,000円
◎向原町生涯学習センター建築工事基本設計検討委員会の設置
◎概略スケジュール：平成24年1月末実施設計業務終了

【土師ダム周辺整備事業について】
◎土師ダムサイクリングターミナル建築工事設計業者：株式会社エヌ・エス・ピー
◎設計業務落札金額：9,135,000円
◎土師ダムサイクリングターミナル建築工事基本設計検討委員会の設置
◎概略スケジュール：平成24年2月末実施設計業務終了

■
質

疑

【
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー整備

事
業
】

先
川

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
今
後
の
考

え
方
は
。

山
平
政
策
企
画
課
長

市
内
に
は
他

に
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

今
村

ホ
ー
ル
の
特
徴
は
。

山
平
政
策
企
画
課
長

ホ
ー
ル
の
収

容
人
員
は
450
名
程
度
と
し
、
可
動
席

と
固
定
席
の
設
置
に
よ
り
多
目
的
な

利
用
を
可
能
と
す
る
。

協議が進む向原生涯学習センターの完成予想図

      

○ ｢光ファイバー｣ とは？
光を導く繊維という意味
○100Mbpsとは？
｢１秒間に送ることができる100
MB (メガバイト) データ量を示
す｣

第1工区
[23年度予算]

第2工区
[24年度以降予算]

合 計

整備地区
吉田町・八千代町・
美土里町・高宮町

甲田町・向原町

世 帯 数 9,228世帯 3,994世帯 13,222世帯

事 業 費 25億4,200万円 14億5,800万円 40億円

【光ネットワーク整備事業について】
◎整備方式：幹線支線を光ファイバー網整備及び

一部無線
◎伝送速度：100Mbps (上り・下り) を予定
◎告知機器：各戸に双方向が可能なディスプレイ

付き1Ｐ告知端末 (Ａ4サイズのTV
電話) 導入

◎整備後の運営：公設民営
◎概略スケジュール：平成25年度整備完了予定
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視 察 地 視 察 テ ー マ 市 へ の 提 言

熊本県 合志市
人 口：56,010人
世帯数：20,806世帯
面 積：53.17k㎡

◇行政評価システムと議会と
の関わり
◇システムの手法・課題

◇総合計画と連動した行
政評価システムの構築
がなされている｡
◇わかり易く透明性の高
い行政運営､ 市民起点
での行政体質改革､ 政
策の再構築と将来につ
けを残さない事業の選
択､ 職員間の共通言語
としての活用・情報の
共有化が原点となって
いる｡

熊本県 阿蘇市
人 口：28,647人
世帯数：11,033世帯
面 積：376.25k㎡

◇基本計画から実施計画まで
の問題点
◇光ネットワークの特徴的な
活用方法
◇光ネットワークの運用経費

◇光ネットワーク利活用
については､ こどもか
らお年寄りが簡単に使
え､ ＰＴＡ同士の連絡､
市等からのお知らせ等､
活用が様々である｡
◇整備後のランニングコ
スト (維持管理費) 等､
思った以上に経費が掛
かる｡
◇地域・団体での集まり
に積極的に出向き説明
を行ったほか､ 各区長
や民生委員等に協力を
要請しほぼ全ての世帯
に設置が完了し､ 当初
見通しの加入率より上
がっている｡

【研修報告】 総務企画常任委員会

先先進進地地視視察察
   
    

         
   

     8月2日～4日

安芸高田市
人 口：31,497人
世帯数：13,222世帯
面 積：537.79k㎡

市 へ の 提 言

≪行政評価システム≫
◇行政評価システムの外部評
価を行うことにより､ 市民
の前に行政の執行状況が公
開され､ 政策・施策・事業
の成果､ 及び業績効果を検
証し､ 目標達成度の評価が
次年度施策マネジメントに
つながる｡

≪光ネットワーク整備事業≫
◇市民へ専門用語を使用しな
い漫画風な絵等でデザイン
した光ネットワーク整備事
業の情報提供｡
◇概算費用､ 運用経費等市民
負担の有無など､ 早めの情
報提供､ 加入に向けての説
明を行っていく｡

ディスプレイ付きIP告知端末
(テレビ電話)阿蘇テレワークセンター
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
定
例
会
で
付

託
さ
れ
た
案
件
は
な

く
、
送
付
さ
れ
た
要

望
１
件
を
、
９
月
21

日
に
委
員
会
を
開
き

慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

(

審
査
し
た
要
望
書)

○
拡
大
生
産
者
責
任

(

Ｅ
Ｐ
Ｒ)

及
び
デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
度
法

制
化
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
に
つ

い
て

委
員
長

青
原
敏
治

副
委
員
長

宍
戸
邦
夫

委

員

児
玉
史
則

水
戸
眞
悟

山
根
温
子

金
行
哲
昭

塚
本

近

    

◎拡大生産者責任 (ＥＰＲ) 及びデポジット制度法制化を求める
意見書の採択について

要望者：福岡県 筑後市長､ 福岡県 大川市長､ 福岡県 大木町長､ 環境自治体を目指す

ちっご委員会委員長

要 旨：一般廃棄物の処理やリサイクルに係る負担は､ 自治体財政を圧迫する大きな要

因となっている｡

ゴミのポイ捨て・不法投棄の増加も自治体や住民にとって深刻な問題となって

いる｡

ゴミ問題の解決は､ 入口対策を行うことが有効と考えられる｡

これらのことから､ 経済協力開発機構が提唱する ｢拡大生産者責任｣ と ｢デポ

ジット制度｣ の法制化を求める意見書を､ 国の機関に要望するよう求めるもの｡

要望

上記の要望は､ 委員会で採択し､ 諸手続きを経て関係機関 (国) に意見書を提出すること
としました｡

きれいセンターでの処理状況
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【研修報告】 文教厚生常任委員会

先先進進地地視視察察
   
     

         
    

         
     

     8月23日～25日

各市の概況

研修内容

船橋市 (千葉県) [国際化教育関係]

○英語教育特区の指定による小中一貫英語教育 (Ｈ18年度～)
概 要 将来､ 国際社会において活躍する ｢英語を話せる船橋の子ども｣ の育成をめざ

し､ 市内小中学校において英語教育を推進し､ 実践的コミュニケーション能力を
身につける｡

■まとめ 安芸高田市は多文化共生の取り組みを行っている｡ 国籍や民族などの異なる人々
が互いの文化の違いを認め合い､ 対等な関係を築きながら地域社会の構成員とし
て共に生きるためには､ 自分や他人を紹介したりするなど､ 簡単なやりとりがで
きることが大切であり､ そうした教育が必要である｡

北杜市 (山梨県) [環境衛生関係､ 環境教育関係]

○大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究 (H18年度～)
概 要 太陽光パネル設置による市営のメガソーラー発電所を運営し､ 一般家庭570軒

分の電力供給を行っている｡
■まとめ 安芸高田市でも22年度から住宅用の太陽光発電機器設置等に補助を行っている

が､ 今後飛躍的に太陽光発電の導入量を増加させるためには､ 発電所のような大
規模太陽光発電設備が不可欠と考えられ､ 課題が大きい｡

○エコスクール・パイロットモデル事業 (H17年度～)
概 要 小中学校22施設への太陽光パネルの設置により､ エコスクールとして学校の電

力をまかなうとともに､ 環境教育を実践｡
■まとめ 恵み豊かな環境を未来に継承するために､ 学校における環境学習は大きな効果

が期待できる｡

掛川市 (静岡県) [幼保一元化関係]

○保育一元・幼保一元特区 (H14年度～)
概 要 12年度に策定した ｢掛川市幼児教育振興計画｣ に基づき､ 幼稚園・保育園
の再編を行い､ 幼稚園､ 保育園の一元化を実施している｡

■まとめ 安芸高田市においても､ 引き続き幼児教育のあり方を考慮し､ より充実し
たものにする取り組みが必要｡

人口(人) 世帯(戸) 面積(㎡) 一般会計予算 研修の目的

掛 川 市 115,248 39,070 265.63 419億8000万 幼稚園･保育園の再編に向けて

北 杜 市 49,034 20,230 602.89 270億 159万 環境教育 (太陽光の活用)

船 橋 市 610,282 262,911 85.64 1719億7000万 国際化教育 (多文化共生)

安芸高田市 31,497 13,222 537.79 223億9390万



岡

山

県

視 察 地 視 察 テ ー マ ま と め
総社市／総社吉備
商工会
[れんげまつり]
総人口：66,216人
農家数：23,447世帯
(H22国勢調査・H21年
農林センサス)

☆農産物の特産化
☆特産品ブランド化

・26年前一人の若者の発案
・当初は､ 観光名所の景観づくり
・地元ロータリークラブの協力
・農商連携・耕作放棄地対策の一部
・地元農産物の特産品開発
・｢もてなし館｣の創設

岡山市／岡山理科大学
[淡水で海水魚を養殖]
総人口：709,622人
農家数：12,691世帯

☆最先端技術による中山間
地域における養殖業革命

・低コストで飼育が可能
・水源があれば､ 海水魚の養殖が可能
・天候に影響されない供給体制
・漁業の工業化
・好適環境水による養殖業の革命

美作市／上山棚田再生
[棚田再生]
総人口：30,504人
農家数：3,953世帯
林家数：2,539世帯

☆耕作放棄地の解消 ・県下有数の棚田地区
・田園観光都市づくりの一環
・美作市のモデル地区
・外部の力・大手企業の協力
・再生後の活かし方

岡山県西粟倉村
[百年の森林構想]
総人口：1,520人
農家数：229世帯
林家数：245世帯

☆行政主体の森林施行計画
と６次産業の構築

・2004年､ 合併せず村の自立の道を
歩む
・村の資源である森林から産業を､
そして仕事を生み出していこう
・村民全体に森林から産業へ 『心産
業』 として広がった
・上質な田舎づくり
・市場は東京圏
・共有の森ファンド／西粟倉森の学
校／西粟倉雇用対策協議会

鳥
取
県

鳥取県智頭町
[木の宿場プロジェ
クト]
総人口：7,719人
農家数：945世帯
林家数：720世帯

☆間伐材の取り組み ・ 『軽トラとチェンソーで晩酌を』
・１トン当たり6,000円の通貨小判
で買い取り､ その通貨小判を地元
商店街に還元
・間伐の促進は成功
・森林資源を活かした山村再生

安芸高田市
総人口：31,497人
農家数：4,032世帯
林家数：3,859世帯

[まとめ]
先進的な取り組みをされている自治体は､ 地域の宝を明確にし､
地域リーダーと地域全体が本気で取り組まれている｡
現在の所､ 自治体の取り組みに対する協力が充分にあるが､ 補助
金等の金銭的支援は永続的なものでなく､ 起業した事業が､ 自立
出来る事が重要である｡

【研修報告】 産業建設常任委員会

先先進進地地へへのの視視察察
   
     

    
     

    
     

     
        

        
  

 
   

     
8月1日～3日
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

前
川
正
昭

副
委
員
長

石
飛
慶
久

委

員

大
下
正
幸

和
田
一
雄

入
本
和
男

亀
岡

等

※
委
員
名
簿
は
８
月
３
日
付

で
掲
載

村長室の家具は村の木材で



各市の概況

研修内容
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葬
斎
場
建
設
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長

赤
川
三
郎

副
委
員
長

秋
田
雅
朝

委

員

議
長
を
除
く

全
議
員

安芸高田市葬斎場 (仮称) 完成見取図

葬葬斎斎場場建建設設にに向向けけてて
～24年度末完成をめざす～

【研修報告】 8月29日

山口県柳
やな

井
い

市･周
す

防
おう

大
おお

島
しま

町･広島市安
あ

佐
さ

南
みなみ

区の
葬斎場３施設を視察

人口 (人) 世帯 (戸) 建築面積(㎡) 総事業費(万円) 供用開始
柳井市

(柳井市斎苑) 35,170 16,072 1,784.69 17億4,400 平成10年4月

周防大島町
(大島斎場) 19,577 10,297 843.65 4億8,900 平成19年4月

広島市安佐南区
(広島市西風館) 233,419 96,417 6,649.00 51億 平成23年3月

安芸高田市
(名称未定) 31,497 13,222 約2,205.00 12億7,300

(概算建設費) 平成25年4月(予定)

■まとめ それぞれの人口規模と財政状況を考えながら建設されており､ 安芸高田
市においても､ 将来の人口予測､ 死亡者予測､ 施設運営､ 維持経費を考慮
した建設に向けた対応が必要
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(23年10月4日 第4回定例会)

本
特
別
委
員
会
は
、
22
年
第
４
回
定
例
会
最
終
日
に
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
議
会
改
革
に
か
か
わ
る
調
査
の
う
ち
、｢

議
員
定
数
に
つ
い
て｣

｢

議
員
報
酬
に

つ
い
て｣

｢

政
務
調
査
費
に
つ
い
て｣

の
３
点
で
す
。

こ
の
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
調
査
経
過
と
結
果
を
、
次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
調
査
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
23
年
１
月
４
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
の
間
、
17
回

に
わ
た
る
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
の
現
状
や
財
政
面
や
地
域
性
か
ら
調
査
を
す
す
め
、
ま
た
議
員
へ
の

意
見
聴
取
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
各
地
域
振
興
会
連
絡
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
、
議
会
報
告

会
に
お
け
る
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
の
報
告
な
ど
、
積
極
的
か
つ
慎
重
に
調
査
と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、｢

議
員
定
数
に
つ
い
て｣

は
、
議
会
の
現
状
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
で
、
議
会
内
か
ら
も
、

議
会
の
権
能
発
揮
が
、
不
十
分
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
は
、
24
年
度
の
議
員
報
酬
比
率
を
現
状
と
同
じ
に
抑
え
る
に
は
18
人
、
29
年
度
で

は
16
人
と
い
う
推
計
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
性
に
お
い
て
の
協
議
で
は
、
地
域
の
声
の
反
映
に
は
、
一
人
で
は
な
く
複
数
の
議
員
の
ほ
う
が
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
声
を
伝
え
や
す
い
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
定
数
削
減
の
数
値
を
考
え
る
と
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
議

会
と
し
て
の
活
動
が
市
民
か
ら
見
え
る
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
議
会
に
対
し
て
市
民
の
関
心
が
低
い
こ
と
も

問
題
と
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
議
会
が
さ
ら
な
る
議
会
改
革
と
市
民
参
画
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
、
市
民
の
代
表

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

山
根
温
子

副
委
員
長

先
川
和
幸

委

員

前
重
昌
敬

石
飛
慶
久

児
玉
史
則

大
下
正
幸
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シリーズ(4) 議会改革特別委員会の取り組み

                        
【議会改革特別委員会の報告】

と
し
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
、
市
長
と
議
会
と
の
二
元
代
表
制
の
も
と
、
地
域
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
市
全
体

の
発
展
に
向
け
て
負
託
に
応
え
る
た
め
に
は
、
現
時
点
で
の
議
員
定
数
は
、
次
期
選
挙
よ
り
２
人
削
減
の
18
人

が
、
妥
当
で
あ
る
と
い
た
し
ま
し
た
。

次
に

｢

議
員
報
酬
に
つ
い
て｣

は
、
現
在
の
報
酬
は
、
若
い
世
代
が
、
議
員
と
し
て
、
活
動
で
き
る
生
活
を

保
証
す
る
に
は
、
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
財
政
面
か
ら
は
、
議
員
定
数
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
は
、
議
会

活
動
が
見
え
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
な
か
、
今
後
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
す
す
め
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
報
酬
を
、
継
続
す
る
こ
と
が
、
妥
当
で
あ
る
と
い
た
し
ま
し
た
。

｢

政
務
調
査
費
に
つ
い
て｣

は
、
意
見
交
換
会
や
議
会
報
告
会
を
行
う
な
か
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
説
明
が
、

必
要
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
わ
か
り
ま
し
た
。

政
務
調
査
費
の
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
、
公
開
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
検
討
も
、
進
め
て
い

き
、
委
員
会
で
は
、
必
要
な
知
識
を
得
て
、
広
聴
を
行
う
こ
と
な
ど
で
、
市
の
将
来
に
向
け
た
、
政
策
提
言
に

も
、
活
か
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
行
ど
お
り
月
額
３
万
円
を
、
交
付
す
る
こ
と
が
、
妥
当
で
あ
る
と
い
た

し
ま
し
た
。

本
特
別
委
員
会
の
調
査
結
果
が
、
よ
り
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て
、
議
員
自
ら
が
、

改
め
て
議
員
の
役
割
や
責
任
、
議
会
の
権
能
、
さ
ら
に
は
倫
理
観
を
再
認
識
し
、
今
後
よ
り
一
層
、
開
か
れ
た

議
会
に
向
け
て
、
有
効
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
以
上
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
調
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。
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会
場

高宮会場
７月23日(土)
15:15～17:08

吉田会場
７月23日(土)
19:00～20:35

八千代会場
７月26日(火)
19:00～20:59

美土里会場
７月29日(金)
19:00～20:55

甲田会場
７月30日(土)
19:00～20:33

向原会場
８月５日(金)
19:00～20:32

人数 54人 43人 76人 26人 35人 34人

主
な
要
望
・
調
査
依
頼
な
ど

○学校規模適正化について
・小規模校で悪い評価は何処にあるのか
・学校規模適正化を早く
○有害鳥獣対策について
・金網等設置の補正予算の拡大／有害鳥獣の積極的な駆除拡大／郡山の鳥獣保護指定の解除
・鳥獣加工施設の安全面は大丈夫なのか
○給食センターについて
・食材供給の地元納入が低い／地産地消を増やせるように検討を
○学校給食について
・給食を食べる指導を
○光ファイバーについて
・高齢者に使用料の負担に成るのでは／気軽に使えるように／企業誘致には絶対条件
・インターネット利用者だけでなく高齢化のなかで充分検討されているのか

議
員
定
数
・

政
務
調
査
費
な
ど

○議員定数について
・大きな減を望む／少し減らすべき／３区に分割 (美・高､ 吉・八､ 甲・向)
・議員定数は議員が決めるのか／定数の根拠資料は
・定数減になると市民の声が反映出来るのか
○政務調査費について
・今の状況では政務調査費は不要／チェックは誰がしているのか
○報酬について
・生活できる報酬に

意

見

交

換

会

・人口減の一番進んでいる町は／人口増の検討を
・議員のモラルを高めてほしい
・地域のことも一般質問を／地域のニーズを捉えて活動を／会議は９時からに
・道路工事看板で事業の費用対効果の説明を／耕作放棄地のある限界集落の調査は
・河川の土砂浚渫要望の状況は／山の地籍調査が進まない
・アグリフーズへの債務保証は／支所機能を一つに､ 行けば全てが解決できるように
・お太助ワゴンを土､ 日曜日も運行してほしい
・行財政改革､ 財政健全化に取り組むこと／行政改革・議会改革を断行
・緊急患者の搬送先について／ふるさと応援の会が分かりにくい／新しい老人施設の状況は
・税の過徴収の新聞報道の内容は／固定資産税の前納報奨金は
・広島方面からのバス路線の利便性の向上を／同日選挙で2000万円浮くとあったが
・市の職員は率先して地域活動に参加を
・県道長田農協倉庫前の舗装の修繕要望／テニスコート代替え地を親水公園のところに

              

議議議会会会報報報告告告会会会実実実施施施 主催 安芸高田市議会
7月23日～8月5日

【
23
年
度
】

高高宮宮会会場場 甲甲田田会会場場

議会報告会に､ ご参加いただき､ また､ 貴重な御意見を頂戴しました事､ 誠にありがとう御座いました｡

会場での主な意見など報告します｡



      

第
３
回
臨
時
会

８
月
５
日
、
23
年
第

３
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

承
認

(

１
件)

、
工
事

請
負
契
約
の
締
結

(

１

件)

を
審
議
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

(

審
議
内
容)

○
安
芸
高
田
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

(

専
決
事
項
の

承
認)

○
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
〈
安
芸

高
田
市
葬
斎
場
用
地

造
成
工
事
〉

■
質

疑

青
原

な
ぜ
工
事
入
札

前
に
委
員
会
で
協
議
し

な
い
の
か
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

当
初
予
算
の
時
に
説

明
し
て
い
る
。

水
戸

市
有
地
以
外
に

今
回
新
た
に
用
地
買
収

を
し
た
の
か
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

従
前
の
市
有
地
内
で

造
成
工
事
を
す
る
。
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議議会会報報

葬斎場用地造成の様子



 
北
九
州
市

エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

(

運

営)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

(

内

容)

●
エ
コ
商
品
の
販
売

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

●
リ
ユ
ー
ス
品
の
引
取
、
低

価
格
販
売

●
広
報
紙
発
行
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

視
察
後
の
ま
と
め

○
広
報
紙
も
定
期
的
に
発
行

し
て
い
る

○
ス
ー
パ
ー
で
取
り
組
め
ば

｢

エ
コ｣

と

｢

地
産
地
消｣

に
な
る

○
各
振
興
会
、
民
間
で
も
取

り
組
め
る

 
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン

(

内

容)

●
公
害
克
服
か
ら
環
境
都
市

へ
●
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
の
展
開

●
市
の
ご
み
の
削
減
へ
の
取

り
組
み

(

平
成
15
年
度
１
人
１
日

705
ｇ
が
、
23
年
度
に
は
506

ｇ
、
199
ｇ
の
減
量
で
23
億

円
経
費
削
減
し
て
い
る)

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

(

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
蛍

光
管
、
水
銀
等)

視
察
後
の
ま
と
め

○
分
別
、
回
収
体
制
整
備
の

検
討
が
必
要
で
あ
る

○
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
も
ご
み

の
分
類
を
増
や
す
工
夫
が

必
要
で
あ
る

 
ラ
ブ
フ
ォ
レ
ス
ト

大
牟
田

(

内

容)

●
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
水

溶
化
処
理
に
よ
り
、
パ
ル

プ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
汚

水
に
分
離
し
て
回
収
す
る

事
業

●
目
標
は
紙
お
む
つ
か
ら
紙

お
む
つ
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

で
、
民
間
企
業
や
自
治
体

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
紙
お

む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
全

国
へ

視
察
後
の
ま
と
め

○
全
国
的
に
も
例
の
な
い
取

り
組
み
で
、
注
目
に
値
す

る
○
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
受
け
、

当
市
に
同
種
工
場
の
建
設

は
可
能
で
あ
る

 
お
お
き
循
環

セ
ン
タ
ー
く
る
る
ん

(

内

容)

●
大
木
町
の
特
色
は
人
口

１
４
、
５
０
０
人
で
、
住

民
と
協
働
に
よ
る
合
併
し

な
い
ま
ち
づ
く
り

｢

子
ど

も
の
時
代
に
ツ
ケ
を
残
さ

な
い｣

身
の
丈
に
合
っ
た

施
設
整
備
で
、
下
水
処
理

は
全
て
合
併
処
理
浄
化
槽

で
対
応
し
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
促
進
を
し
て
い
る

●
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組

み
で
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
整
備
し
全
戸
で

｢

生

ご
み｣

分
別
収
集
を
開
始
、

ご
み
の
22
分
別
に
よ
り
28

年
に
は
焼
却
・
埋
立
を
ゼ

ロ
に
計
画
し
て
い
る

視
察
後
の
ま
と
め

○
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る

○
町
の
中
心
部
に
、
隣
接
す

る
産
直
市
と
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る

○
振
興
会
単
位
の
導
入
も
ひ

と
つ
の
案
で
あ
る
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(きれいセンター)

リユース品を販売

蛍光管をリサイクル処理

紙おむつをパルプに

組
合
議
会
議
員

藤
井
昌
之

入
本
和
男

青
原
敏
治

秋
田
雅
朝

前
川
正
昭

ごごごみみみののの減減減量量量ははは分分分別別別ででで
         

               

～芸北広域環境施設組合議会(きれいセンター)～



安芸高田市議会だより25

議会のうごき 2233年年77月月～～1100月月のの報報告告
      

■ 23年7月20日から10月17日までの議会の活動状況は次のとおりです｡

月 日 曜日 会議等の名称 会議の主な要旨

7
20 水 全員協議会 23年度議会報告会について
22･27 議会広報特別委員会 議会だより第30号の編集・校正について
27 水 議会運営委員会 23年第3回臨時会の運営について

8
5 金

第3回臨時会 承認1件､ 議案1件 (審議・採決)
葬斎場建設調査特別委員会

11 木 議会運営委員会 23年第3回定例会の運営について
19 金 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて

9

2 金 議会運営委員会 23年第3回定例会の運営について
5･13 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
9 金 第3回定例会 (開会) 議案の上程､ 委員会付託
12･13 第3回定例会 (一般質問) 質問者12人
16 金 予算常任委員会 付託議案審査10件 (一般会計補正予算等)
20 火 総務企画常任委員会 所管事務調査
21 水 文教厚生常任委員会 所管事務調査､ 教育長報告､ 陳情審査
22 木 産業建設常任委員会 市長報告
26～28 決算常任委員会 22年度会計決算審査14件
30 金 葬斎場建設調査特別委員会 葬斎場の基本配置図について

10
4 火 第3回定例会 (閉会) 決算認定14件､ 議案10件､ 発議3件
７ 金 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
７､17 議会広報特別委員会 議会だより第31号の編集について

■23年第4回定例会は12月初旬から下旬の開催を予定しています｡
※ 詳細は､ 市のホームページや通知公報でお知らせいたします｡

                

～ 年賀状などのあいさつ状の禁止 ～
公職選挙法第147条の二に 『公職の候補者又は公職の候補者となろうとす

る者 (公職にある者を含む｡) は､ 当該選挙区内にある者に対し､ 答礼のた
めの自筆によるものを除き､ 年賀状､ 寒中見舞状､ 暑中見舞状その他これら
に類するあいさつ状 (電報その他これに類するものを含む｡) を出してはな
らない｡』 とされています｡

～ 寄附の禁止 ～
公職選挙法第199条の二に 『当該選挙区内にある者に対し､ お祭り､ 会合､
スポーツ大会､ 親睦旅行などで ｢寄附やお祝い｣ ｢入学・卒業等の祝い金｣
｢飲食物の差し入れ｣ また ｢病気見舞｣ ｢入学・卒業等の祝い金｣ ｢お中元や
お歳暮｣ など､ いかなる名義をもってするを問わず寄附をしてはならない｡』
とされています｡

これらの禁止事項に違反した場合､ 処罰の対象となります｡

市民の皆様のご理解をお願いいたします｡

ごごみみ



何
処
か
ら
か
金
木
犀

き
ん
も
く
せ
い

の
花
の
芳
香

が
漂
う
。

遠
く
で
百
舌

も

ず

が
鳴
い
た
、
早
々
と

南
下
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

北
海
道
か
ら
初
冠
雪
の
便
り
、
野

山
の
色
づ
き
と
伴
に
晩
秋
の
気
配
が

五
感
を
包
む
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
七
ヶ
月
、
冬

将
軍
を
迎
え
る
被
災
地
の
現
状
に
思

い
を
馳
せ
心
が
痛
む
。

島
根
原
発
関
連
で
島
根
県
は
放
射

線
監
視
体
制
を
強
化
し
、
広
域
的
に

放
射
線
量
を
測
定
し
公
開
す
る
た
め

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
増
設
し
た
。

県
境
に
接
す
る
本
市
も
安
穏
と
し
て

は
い
ら
れ
ま
い
。

行
政
施
策
の
展
開
に
お
い
て
選
択

と
集
中
を
徹
底
し
不
測
の
事
態
に
対

応
で
き
る
底
力
を
蓄
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
我
々

地
方
議
員
の
責
任
は
重
い
。
こ
の
豊

か
な
大
地
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
。

(

水
戸
眞
悟)

<

発
行
責
任
者>

議

長

藤
井

昌
之

<

議
会
広
報
特
別
委
員
会>

委
員
長

宍
戸

邦
夫

副
委
員
長

石
飛

慶
久

委

員

前
重

昌
敬

水
戸

眞
悟

山
本

優

亀
岡

等
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